
Kumarila の 推 理 論

Dignaga との対比

桂 紹 隆

本 稿 の 目的 は, Slokavarttika (略号SV) Anumana 章 に見 られ る限 りの Kumarila

の推 理 論 の概 要 を Dignaga と の対 比 の 上 で 紹 介 す る こ と に あ る。SV Anumana,

章 は, 周 知 の とお り Sabarabhasya (略号SBh) の次 の一 節 に対 す る注 解 の形 を と

って い る。

anumanarh jnatasambandhasya ekadesadarsanad ekadesantare 'sannikrste 'rthe bud

dhih. tat to dvividham pratyaksatodrstasambandham samanyatodrstasambandham,

ca....(ed. Frauwaliner, Materialien zur altesten Erkenntnislehre der Karma-Mimd

msa, Wien 1968, p. 30)

推理 とは,〔二者の間の〕関係 を知 る人 が1), 一方 の認識 にもとづ き, 他方の直接経験

され ぬ対象 に対 して もつ知識 である。 ところで, それ には二種 あ り, (1)関係が知覚 によ

って知 られ てい る場合 と, (2)関係 が共通性 に もとつい て知 られ てい る場 合 と で あ る。

1. vyapti (SV kk. 4-23ab)

Dignaga は推 理 の根 拠 と して, lihga の lihgin に 対 す る<不 可 離 の関 係> (avi-

nabhava/avyabhicara) を 想 定 し(Pramapsamuccaya-略 号PS-II. 11 & Vrtti). そ

れ は lihga=vyapya lihgin=vyapaka と い う 〈遍 充 関 係 〉(vyapti) で あ る と す

る(PSII. 21)。 彼 は, さ ら に, lihgaとlihgin と の関 係 が常 に lihga=gamaka⇒

lihgin=gamya とい う一 定 方 向性 を持 つ こ と を 指 摘 し(pSII. 20),「 所 作 性 」 と

「非 恒 常 性 」の よ うに互 い に遍 充 し合 う同延 の二 項 間 にお い て も 前 者 を vyapya

後 者 をvyapakaと み な して 始 め て 正 しい推 理 は 可 能 で あ る とい う(PSII. 22-25)。

Kumarila はSBh中 の'sambandha'を<遍 充 関係>と 解釈 し, 上 述 の Dignaga

説 に極 似 す る<遍 充 関係>に も とつ く推 理 論 を展 開す る(kk. 4～11)2)。 もっ と も,

Apoha論 に よ り 「lihgaの 如 何 な る dharma が lihgin の 如何 な る dhsrma を推

理 させ る か 」 を 説 明 す る Dignaga の 議 論(pSII. 13-15, 17-19)は, 勿 論SV

に そ のパ ラ レル を見 出す こと は で き な い。 他 方, Kumarila が<遍 充 関 係> を 確
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Kumarila の推理論(桂)(42)

立 す る根 拠 と して 「観 察 の繰 り返 し」(bhoyodarsana) を あ げ る こ と(k. 12)と, 

〈遍 充 関 係 〉 に お いて 他 の要 素 に依 存 す るupayojakaと, そ うで は な いprayoja-

kaと を 区別 す る こ と(kk. 13cd-23ab)と は, 彼 独 自 の創 見 で あ ろ う。

Kumarilaは, 特 例 と して2 viseea 間 の 〈遍 充 関 係 〉 を認 め る もの の, 原 則 と

して Dignaga 同様 2samanya 間 の 〈遍 充 関 係 〉 を考 慮 し て い る(kk. 12-13ab, 

133)。samanyaを 実 在 し, 知 覚 し うる もの と考 え る(e. g. kk. 146-148) Kumarila

に と って, 〈遍 充 関 係 〉 と は特 定 の 時 空 に お い て 経 験 し うる具 体 的 な も の で あ る

(kk. 10-11)が, samanyaの 実 在 性 を否 定 し(PSII. 16), それ を 「他 者 の 否 定 」

(anyapoha)と い う概 念 的構 成 と 理 解 す る(e. g. PS V. 33 Vrtti) Dignagaに と っ

て, 〈遍 充 関 係 〉 と は実 在 の世 界 と何 らか の 係 わ りを持 っ もの の, 二概 念 間 の あ

る約 束 事 とい う性 格 を強 く持 つ こ とは十 分 注 意 され ね ば な ら な い。

2. anumeya (kk. 23cd-51ab)

Dignagaは 〈推 理 の対 象 〉(anumeya)を 「(認識 され るべ き)dharmaに よ っ て

限 定 され たdharmin」(dharmavisisto dharlnl)と 定 義 し(PSII. 5cdVrtti), 単 な

る dharma や sambandha を 〈推 理 の 対象 〉 と認 め な い(PSII. 8-10)。

Kumarila はSBhの 'ekadesa...'の 注 解 に あ た って, Dignaga 同 様 に,〈 推

理 の 対 象 〉を定 義 して 「(未知 の)ekadesa (=gamya)に 限 定 され たdharmin」 と

言 い(k. 27, cf. kk. 34, 47cd-48a), 単 な るdharma, dharmin, そ の 両 者, あ る い

はsambandhaを 〈推 理 の対 象 〉 か ら除 外 し てい る(kk. 28-33)。 彼 は, さ ら に, 

この場 合 の 〈限 定 者 と被 限 定 者 の関 係 〉(visesapavisesyatva) は任 意 で な く, 必 ず

dharmin が dharma に 限定 され る と論 じ(kk. 34c2～38), dharma (火) がdhar-

Inin (場所)に 限 定 され る と仮 定 した8つ の場 合 一 理 論 的 に は9つ の 場 合 が 可

能 だが-を 一 論 駁 して い る (kk. 39-47ab)。

こ こで注 目 され る の は, 一 見Uddyotakaraの 説 と も考 え られ る 「火 に 限定 さ

れ た煙 が 〈推 理 の対 象 〉 で あ る」 とい う見 解 をKumarilaが 擁 護 す る こ とで あ る

(cf. Nyayavarttika, ed. Chowkamba Skt. S., pp. 49-51)。 彼 に よ る と, visesya が

既 知 で あ っ て も, visesapa で あ る火 に よ る限 定 性(visisatva) が未 知 で あ る 限 り

〈推 理 の対 象 〉 とみ な され る。 この場 合, 煙 一 般(dhamasamanya)に よ り特 定 の

煙(dhomavisesa)が 推 理 され るの で あ る。(kk. 48b-51ab)

なお, 同 一 のekadesin(=dharmine. 9. 山)が 未 知 のekadesa(e. 9. 火)の 点 で

はgamyaで あ るが, 既 知 のekade6a(e. 9. 煙)の 点 で はgamakaで あ る と い う

Kumarila独 自の 考 え(kk. 24cd-25ab)は, Mlmarhsakaのbhedabheda論 を 想
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(43) Kumarila の推理論 (桂)

起 させ る もの で あ る。

3. pramapaとphala(kk. 51cd～53ab)

Dignagaは 〈認 識 手 段 〉(pramapa)と そ の 〈結 果 〉(phala)を 同 一 の 知 の もっ 二

面 性 と理 解 し, 同 一 視 す る(PS I. 8cd, II. 1c)。Kumarila は 既 にSV Pratyaksa

章 (kk. 74-75)で, この Dignaga の見 解 を否 定 し て い る。 こ こ で 彼 は, 「煙 」

「煙 の知 」 「関係 」 「関 係 の想 起 」 が い ず れ も 〈認識 手段 〉(=anumana)と み な さ

れ, そ の場 合 〈結 果 〉(で あ る 「火 の知 」)と 異 な る もの の, 同 一 の対 象 を共 有 す

る こ と を 指 摘 す る (kk. 51cd-52ab)さ ら に, SBhの'anumanalh… …buddhib.

とい う一 見Dignagaの 〈手 段 〉=〈結 果 〉説 に類 似 す る定 義 を会 通 して, pratyaksa

の 場合(cf. 6Bhp. 22. 16)と 同様, 何 が 〈手 段 〉 とみ な され る か は任 意 で あ る と

い う(kk. 52cd-53ab)。 もし 「火 の 知 」 が 〈手 段 〉 とみ な され る な ら, 〈結果 〉 は

「避 け る な どの判 断 」 で あ る。(cf. Nyayaratnakara ad kk. 51cd-52ab)。

以 上 で推 理 に関 す る一 般 的 議 論 が 終 る が, Dignagaと 対 比 す る 時, Kumarila

に 〈自己 の為 の推 理 〉(suarthanumana)と い う術 語 の使 用 と, 当 然 予 想 され る 「因

の 三 相 説 」 の 提 示 が 見 られ ぬ こ とが 注意 され よ う。

4. pratijia (kk. 53cd～75ab)

Kumarilaは 〈他 者 の為 の推 理 〉(pararthanumana)と い う術 語 も使 用 し ない が, 

心 理 過 程 と し て の推 理 と言 語 に よ る論 証(sadhana)を 区 別 して い た と推 測 し う る

(kk. 53cd-54ab)。 論 証 に お け る 〈主 張 〉 を上 述 の 〈推 理 の 対象 〉 と等 置 す るの は, 

Dignagaに も見 出 され る と ころ で あ る3)。

Kumarilaは, SBhの'asannikrste'を 解 釈 して, 論 証 の 内 容 が, そ の ま まで, 

も し くは, そ の否 定 形 で未 だ確 認 され て い ない(aparicchinna)と い う条 件付 け と

理 解 す る(kk. 55cd-58ab)。 こ こに 前提 され て い る 〈認 識 手 段 〉 で あ る 以上 常 に

未 知 の もの を対 象 と しな けれ ば な ら な い(apurvagocara)と い う考 え は, Dignaga

に は見 られず, Dharmaklrtiを 待 た ね ばな ら ない。

Dignagaと 異 な りKumarilaは 〈主 張 〉 の 一 般 的 定 義 を与 え ず, た だ 〈聞違 っ

た主 張 〉(pratijbhasa)を 列 挙 す るだ け で あ る(kk. 58cd-75ab)。 以 下 の 術 語 名

は原 則 と してParthasarathi-Misraに よ る。

(1) pratyaksa-virodha (2) anumana-vi' (3) sabda-vi' 

(3a) prati jna-vi (3b) purvasan jalpa-vi' (3c) sarvalokaprasiddhi-vi

(4) upamana-vi' (5a) drstarthapatti-vi (5b) srutarthapatti-vi

(6) abhava-vi (kk. 59cd-69cd)
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Kumarilaの 推理論(桂)(44)

以 上Kumarilaの 承 認 す る六 種 の 〈認識 手 段 〉 の い ず れ か と矛 盾 す るの が 〈間 違

った主 張 〉 で あ る。 この うち, (1)-(3c)は 提 示 され る例 文 を含 めDignagaに ほ

ぼ 対 応 が 見 出 され る4)。但 し, 「音 声 は聞 え な い」 と い う主 張 をDignagaと 異 な

り(1)で は な く(2)に 分 類 す る こ とが 注意 され よ う(kk. 60-61ab)。(4)以 下 の 分 類

がDignagaに 見 出 され な い の は, 彼 の 「二 量 説 」 か ら し て 当然 で あ ろ う。

Kumarilaは, 以上 の 〈間 違 った主 張 〉 が(1)論 証 の対 象 で あ る 〈属 性 〉 自体

が 否 定 され る(dharma-svarupa-badha)場 合 と 考 え, さ ら に(II)dharma-visesa-

badha, (III) dharmi-svarupa-tadvisesa-badha, (IV) ubhaya-svarupa-tadvisesa-

badhaと い う場 合 を, 上 述 の六 種 の それ ぞれ に想 定 して い る(kk. 70-75ab)。 同

様 の 分類 は, 再 びDignagaに 見 出 され るの で あ る(PSIII. 2Vrtti)。

5. hetu(kk. 75cd-107a1))

〈証 因 〉(hetu)に 関 して も, Kumarilaは 〈間違 った証 因〉(hetvabhasa)の 分i類

を述 べ るだ けで, Dignagaの よ うに 「九 句 因」 に も とつ く分 析(PS琿. 9, 21-22)

もな く, sapaksa, vipaksaな どの基 本 術 語 の定 義 を 下 す こ と(PSIII. 18-20)も

な い。

彼 は, Dignagaの よ う に, (1)〈 不 確 立 〉(asiddha), (2)〈 疑 惑 〉(Sasaya),

(3)〈 矛 盾 〉(viruddha/viparita)の 三 種 の 〈間 違 った 証 因 〉 を 考 慮 し て い る。 従

っ て, 「因 の 三相 説 」 は 暗 黙 の 前 提 とな って い るの で あ ろ う。Kumarilaに よ る と,

SBhの'ekadesadarsana'と'」 煮atasambandha'の 二 句 は, そ れ ぞ れ(1)及 び, (2),

(3)を 排 除 す る 為 で あ る と い う(kk・75cd-76ab, 83cd-85ab)。 こ れ ら 三 種 は 以 下

の よ う に 細 分 さ れ る。 術 語 名 は 再 びParthasarathiに よ る。

(la) dvayor viparyayasiddhih (lb) anyatarasya viparyayasi (1c) sandig-

dhasi (ld) ajrnanasi (le) asrayasi° (kk. 76cd81ab)

(2a) sadharana (2b) asadharana (2c) viruddhavyabhicarin (kk. 84b, 96ab)

(3a) dharma-svarupa-badha (3b) dharma-visesa-ba (3c) dharmi-svarupa-

ba (3d) dharmi-visesa-ba (3e) ubhaya-svarupa-ba (3f) ubhaya-visesa-

ba (kk. 97cd-107ab)

〈不確 立 〉 の分 類 は, (1d)を 除 きDignagaと 一 致 す る(PSIII. 11)。 〈疑 惑 〉 の分

類 も同 じで あ る(PSIII. 25)。 後 者 の例 か ら推 して, Kumarilaも 「九 句 因 」 を前

提 し てい た と想 像 され る。 〈論 証 の対 象 〉(sadhya)の 設 定 の 仕 方 次第 に よ り, 〈疑

惑 〉 の 証 因 が 決 知(nirpaya)の 原 因 と な る と い うKumarilaの 考 え(kk. 89cd-

91ab)は, 一 部 に つ い てDignagaに も承 認 され て い る5)。(2c)viruddhavyabhi-
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(45) Kumarila の推理論(桂)

carinは, 相 容 れ ぬ対 象 と結 び つ く二 個 の証 因 が 同一 のdharminに 適1用 さ れ, 

疑 惑 の原 因 とな る場 合(k. 85ab)で あ るが, 後 続 す る論 理 学 者 達 に は拒 否 さ れ る

こ とに な る この特 異 な ケー ス を, 二 個 の疑 惑 の原 因 が 同一 のdharminに 適:用 さ

れ て決 知 を生 じる場 合 例 え ば, 「直 立 性 」 と 「カ ラ スの と ま って い る こ と」

とが 「杭 で あ る こ と」 を 立 証, に よ って 正 当 化 す る(kk. 94cd-95ab)の は, 

Dignagaに お い て も全 く同 じで あ る(pSIII. 23cd-Vrtti)6)。 〈矛 盾 〉 の 分 類 に 関

して, (3e), (3f)を 省 略 す る4種, あ るい は, す べ て の細 分 を無 視 す る1種 も認

め られ る(kk. 96cd-97ab)が, 前 者 はDignaga説 に等 しい(PSIII. 27)。

6. drstanta(kk. 107cd-137)

Kumarilaは 〈類 似 〉(sadharmya)も し く は 〈非 類 似 〉(vaidharmya)の 喩 例

(d轄anta)が 〈遍 充 関 係 〉 を示 す 為 に述 べ られ る とす る(kk. 107cd-108ab)。 又, 

彼 はDignaga同 様(PSIV. 2-3), 両 喩 例 は換 質 換 位 の 関 係 に あ る と考 え る(kk. 

121cd-126ab)。 そ して, 両 喩 例 が必 要 だ とい う, 論 理 的 に は疑 問 の あ るDignaga

の 立 場(PSIV. 5Vrtti)を 捨 て て, 〈遍 充 関係 〉 が含 ま れ て い れ ば 〈類 似 〉 の 喩'

例 の み で 十 分 で あ る と明 言 す る(k. 118ab, cf. kk. 134-137)。 但 し, それ だ け で は

〈遍 充 関係 〉 が十 分 意 識 され ぬ場 合 な ど に, 〈非 類 似 〉 の喩 例 が要 請 され る訳 で あ

る(kk118cd-121ab)o

Apoha論 に立 っDignagakと って, 〈肯 定 的 随 伴 〉(anvaya)よ り 〈否 定 的 随

ダ
伴 〉(vyatireka)が よ り重 要 で あ った(e. 9. PSV. 34)が, この 考 え がSVApoha

章(k. 75)に 批 判 され る こと7), 従 っ て, 〈肯 定 的 随伴 〉 を含 む 〈類 似 〉 の 喩 例 が

重 要 な論 証 根 拠 で あ る こと をKumarilaは 断 言 し て い る(kk. 131cd-132)。

〈間 違 った 喩 例 〉(drstantabhasa)は, 彼 に よ って 次 の よ うに 分 類:され る。

〈類 似 〉 の喩 例

(1)形 式 的誤 謬(racana-dosa)

(1) sahitya-matra (2) vyapti-viparyaya (3) sabdayogya

(II)内 容 的 誤 謬(arthanyathatva-dosa)

(1) sadhya-sunya (2) hetu-s'u (3) ubhaya-s"u (4) vyapti-su 

(5) dharmy-asiddhi (kk. 111cd-117)

〈非類似〉の喩例

(I) (1) sahitya-matra (2) vyapti-viparyaya 

(II) (1) sadhyabhava-s"unya (2) hetvabhava-su (3) ubhaya-su

(kk. 126cd-128ab)
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Kumarilaの 推理論(桂). (46)

Digangaも 両 喩 例 に関 して, (I)の(1)(2), (II)の(1)-(3)の5種 を そ れ ぞ れ承 認

し, 恐 ら く(II)の(5)も 認 め てい た と考 え られ る(PSIV. 13-14)8)。 両 者 の あ げ る

例 文 ま で もほ ぼ一 致 す る こ と は, 強 い親 近 性 を示 唆 す る もの で あ ろ う。

7. 二 種 の 推 理(kk. 138-145)

Kumarila はSBhの'tat tu dvividham..以 下 に 言 及 さ れ る(1)煙⇒ 火, (2)

移 行 ⇒運 動 とい う二 種 の 推 理 に本 質 的 区別 の な い こ とを 指摘 し(kk. 138-140c), 

(1)を Sarhkhya の Vindhyavasin に 由来 す る 「個 別 見 」(特 定 の煙 ⇒特定 の火)に 等

置 し(kk. 140d-143), (2)を 通 常 の推 理(煙 一般 ⇒火一般)の 完 壁 な例 とみ な して い

る(kk144-145)。

Dignaga はPS第 二 章 の Mlmarhsaka 批 判 の 項(ed. & tr. Frauwallner, op. cit.,

p. 66ff.)で, 彼 らが 一 般 的 に Vaisesikaの 推理 論 を支 持 す る と考 え, 詳 細 な批 判

は展 開 しな い。 上 述 の 二 種 の 推 理 の構 想 もVaisesikaに 帰 せ られ て い る。 な お, 

Kumarilaを 最 大 の論 敵 とみ な し, SVを 詳 細 に 引用 批 判 す るSantaraksitaが, 

推 理 に関 す る限 り, 当該 部 分(kk. 141-143, 145)に 言 及 す るの み で あ るの は注 目

こ々値 し よ う(Tattvasarhgraha, kk. 1442～1445)。

8. samanya論(kk. 146-188)

KumarilaはSV Anumana章 末 尾 にrsamanyaは 実在 で あ り, 知 覚 の 対 象 で

あ る」 とい う論 証 を付 加 し て い る。 これ は, samanya=apoha=anumeyaと 考 え

るDignagaの 立 場 で は推 理 が成 立 しな い こ とを述 べ て, 逆 にMima血sakaの 普

遍 実 在 論 を 正 当 化 し よ うとす る もの で あ る。 紙 数 の 都 合 で 詳 細 は 省 略 す る が, 

Mimasakaが 「原 子」 を理 論 的 要 請 とみ なす こ と(k. 183), 実 在 はsamanya/

visesa両 様 に表 現 され る と い う再 びbhedabheda論 を 思 わ す 結 論(k. 188)等 が

注 目 され よ う。

9. 論 証 形 式

Dignagaも 論 証 形 式 の画 一 化 に努 力 した と考 え られ るが9), Kumarilaは よ り組

織 的 に論 証 式 を記 述 して い るの が注 意 され る。 例 え ば, 論 証 式 の文 法 形 式 と して,

‘Nom.+Nom.+yasmat+Nom., (e. g. 
ayalhparvato, gnimanyasnad dhmavan),

‘L
oc.+Nom.+Ab1.,(e. 9. atragnir dhmat)(kk. 25cd-26), 及 び'Gen+Nom.+

Abl. (e. g. asyagnimattvarh dhomavattvat) (cf. eg. k. 147)を 明 確 に認 め て い る。

又, 〈主 張 〉 の 形 式 と して は rdharmin に 関 し て(uddisya)sadhya-dharmaが 言

及 され る(vidhiyate)」 と規 定 し(k. 54cd), 〈類 似 の 喩 例 〉 に つ い て も 「sadhya-

dharma=vyapyaに 関 してsadhana-dharma=vyapaka が言 及 され, 前 者 は'yad'
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な ど を伴 な っ て先 行 し, 後 者 は'tad'な ど と'eva'を 伴 な う」 と規 定 す る(kk.

108cd-110ab)。 〈非 類 似 の喩 例 〉 が これ と換 質 換 位 の関 係 に あ る こ と は 既 述 の と

お りで あ る。 な お, 〈喩 例 〉 中のsadhya-dharmaが'eva'を 伴 な うべ き こと は既

にDignagaの 指 摘 す る と ころ で あ る(PSIV. 4Vrtti)。

10. 結 語

以 上 の よ うに み る ときKumarilaがDignagaの 影 響 下 に彼 の 推 理 論 を 組 織 し

発 展 させ た こ とは明 ら か で あ る。 両 者 の相 違 は 本 質 的 にKumarilaの 普 遍 論 と

DignagaのApoha論 の対 立 に還 元 され る で あ ろ う。(1982. 8. 31)

1)'jnbatasambandha'に は4種 のcpd. 解釈 が与え られ る(kk. 2-3)。

2)赤 松明彦rDharmaklrtiの 推理論」 印仏研XXXIX-2参 照。

3)拙 稿 「因明正理門論研究 〔一〕」広大文学部紀要37, pp. 121'》122参 照8

4)同pp. 113-115参 照。

5)拙 稿 「正理門論研究 〔三〕」広大紀要39, pp. 74-77参 照。

6)こ の喩例 については, 北川秀則 『イ, ン ド古典論理学の研究』pp. 226, 234参 照。

7)服 部正 明 「Mlmalhsaslokavarttika, Apohavada 章 の研究(下)」 京 大 文 学 部 紀 要

15, p. 12参 照。Kumarila に対す るDharmaklrti の答は, PVSVpp. 9～10参 照。

8)拙 稿 「正理門論研究 〔四〕」広大紀要41, pp. 69-71参 照。

9)前 出拙稿 〔一〕p. 118参 照。
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